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【しろとり子ども食堂】
住 所：名古屋市熱田区神戸町802番地 白鳥コミュニティーセンター

開催日：毎月第４木曜日 17時30分から19時

※支援品の定期便の日にちにより、第５木曜日になることもあります。

対象者・料金：幼児～中学生・無料／子どもに付き添う大人・300円

連絡先：052-683-5999（白鳥コミュニティーセンター）

しろとり子ども食堂は、幼児から小学生、中学生そして、子どもに付き添う大人が対象です。特に、小学

校低学年の子どもたちが多く参加されています。最初は緊張している子どもたちも、笑顔で迎えてくれるス

タッフを見て、しだいに笑顔になっていき、いつもにぎやかな食堂です。
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たっぷりの愛情で包み込む

～笑顔が広がる居場所づくり～

今回は、『しろとり子ども食堂』の水野真佐子様にお話を伺いました。

しろとり子ども食堂の始まりは、「長期休みが終わると激やせしてやってくる子どもたちがいる」と

いう教頭先生の話からでした。この話を聞いた白鳥学区委員長が何とかしないといけないと、女性会に

「子ども食堂をしませんか」とお声がけして立ち上がりました。子どもたちの笑顔を求めて、愛情をこ

めた活動をされています。

子ども食堂の調理、運営は、女性会の６人と区政役

員2人でされています。また、配膳や本読み、後片付

けを名古屋学院大学の学生や男性ボランティア６人が

お手伝いされています。

学生ボランティアが、子どもたちの相手をしてくれ

たり、男性ボランティアも丁寧に配膳してくださった

り、助けられているそうです。
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2025

食事メニューは、カレーライス、からあげ、サラダ、あえ物、豆乳バ

ナナジュースを中心に、いただけたものから献立を考え、調理されて

います。また、子どもたちとともに栽培した野菜も使われています。

食事を終えたら、お皿を拭いて片付けをして、本読みが始まります。大

きな子が小さい子に本を読んであげたり、世話を焼いたりしているとても

かわいい姿がみられます。

会場に来ることができない子どもには、お弁当をお届けしています。ま

た、子ども食堂の翌日も食べるものに困らないようにフードパントリーも

行っています。

子どもたちの笑顔を求めて食堂を始めて3年、みんなでいろいろ考え、多くの

人に支えられ活動してきました。仕事や家事、子育てで忙しい日々を過ごしてい

るお父さんやお母さんの応援と、子どもにとっての大切な食育のお手伝いを目的

に、これからもみんなで愛情をこめて一生懸命活動していきたいと思います。

（しろとり子ども食堂 水野真佐子）

https://www.shirotori-renkyo.com/
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愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター内

「子ども食堂マップ」（2024年度版）が完成しました。

このマップは、愛知県の補助を受け、愛知県社会福祉協

議会が制作したものです。

マップには、2024年10月現在で、愛知県内で活動して

いる子ども食堂のうち、掲載にご承諾いただいた361箇所

（愛知県255件、名古屋市106件）の子ども食堂が掲載さ

れています。

今年度は、昨年より掲載件数が106件増えました。

是非ご活用ください！

子ども食堂を新規開設された場合や掲載内容に変更があった場合は、愛知県社協ボランティアセンターの

ホームページより『子ども食堂情報提供用紙』をダウンロードいただき、ご提出をお願いいたします。

子ども食堂マップの「追補」として、ホームページに掲載いたします。

＊情報提供用紙の提出先＊

愛知県社会福祉協議会地域福祉部 FAX：052-212-5503 メール：chiiki@aichi-fukushi.or.jp

愛知県社協ボランティアセンターホームページ

ＵＲＬ：http://aichivc.jp/volunteer/ouenplaza/children_dining.html

こちらから

ご覧いただけます

「6（む）4（し）」にちなんで、1928年に日本歯科医師会が6月4日を「虫歯予防デー」に制定しまし

た。そこから始まり、6月4日～6月10日は「歯と口の健康週間」といい、歯と口の健康を見直す一週間と

されています。

子どもの歯は、全部で20本、大人は、親知らずを抜いて28本。歯は、食べ物を体の中に運ぶ前に、小さ

くすりつぶす働きがあります。もし歯がなかったら、食べることが難しくなり、十分に栄養をとることが

できず、体が弱ってしまうかも...。

お口の健康はからだの健康とつながりがあります。子どもも大人

も、この機会にも大切な歯を守る習慣を身につけてみてはいかかで

しょうか。

あ い ち ふ く し

あんしんして いきいきと ちいきで ふつうに くらせる しゃかい
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問合せ先 FAX： ０５２‐２１２‐５５０５ Eメール： info@aichivc.jp

HP： http://aichivc.jp/

情報提供待ってます♪


